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東濃北部会ウ

ラｰン地域'の地質層序

はじめに

すでに本誌によって紹介された岐阜県東濃地域のウラ

ン鉱床はその分布から人形峠(鳥取1間山県境)以上

の広大なもので齢ゆ地域;内には多くの放射能異常が発

屍されている.この東濃地域に対しては引き続き放

射能異常発見のための広域な調査研究カ蔓実施されており

境地には動力炉1核燃料開発壌業団東濃探鉱事務所が開

所されてより積極的な探鉱が進められている.とく

ぽ沙ラン鉱床が発見されてからは改めてこの地域の地

表地質精査が行なわれるとともに多くのボｰリング資

料が集積され従来の地質層序と多少異なった成果が出

されつつある.この地域の大部分の放射能異常は中

新世下部層にみられ本邦のいわゆる堆積ウラン鉱床と

いわれるものと同一の層準である.したがってウラン

鉱床探査の調査研究の多くは中村層灘ならびに瑞浪層

'群下部に主体がおかれて作業が進められている.しか

し多くの研究成果を見てもまだもっとも基本と租る層

序が統一されてい扱い.その理由はこの地域が古生

物学的資料が豊富なことからわカミ国の地質学初期以来

非常に多くの調査研究成果が発表され化石の産出基礎

となる層序について多くの研究者の見解の一致しない

個所が少なくないこととこの堆積盆地が小盆地状に区

切られ小堆積区ごとに生物相ならびに岩質変化の著

しいことなどが大きな要因とたって層準対比をさらに

困難にしている.

このような背景のためもあって現場で直接ウラン探

査研究を進めている人人においてもいくつかの場所で

層序的な見解を異にしていてい裏だ確立された層序が

設定窓れてい瀞､｡蔓⑳調整を員駒墨篶恋表る豪月

現地はおいて担当背花はによ瀞て層康の検討会秘も花

れた芭その結果レ3の地､燕繕っいては問題淡残謹

れた洪そのほ淡の多くの揚湧海ついてはほぼ慧兇⑳一

致をみ淀のでそ⑳概要些劣後熔残慈池稔闇題,熱を紹介

して招く｡とくぽ今回璽要とじ恋検討む愁葱鋤帖織

工瞭村層欝&瑞浪鰯瀞整婆蓬矧釧亨惑が

婁本郷累層麦湧着鰯管)関係

恐あ乱貌地検討会熔加衰灼恋人人､(ア※籔滋球順)

は菊地溝鰹沼総坂巻薬雄後藤良照杉乏原

涯暁鈴木泰輔花顕箆巳藤本願畜矢騎清蔦

今岡の現地検討祭終際し塁く終好意を寄せ勤杓だ動

ウラングルｰプ

燃蜜業団東濃拝鉱事務所長中村頴三氏技らびにいろいろ

とお泄請にな'った職員に対して厚く感謝の意を表したい.

養建魔(Keyhed)

この地蜘こ発達する各地層中には古生物以外に第1

表に示すような多くのKeybedがある.このうち今

回行狂われた検討会で重視されたKeybedはレエン

ドロップから下位にあるH1T白倉靹シグ漂(上コ

ンまたは珪化コングロ)クロサバタフ(津橋タフ)

珪化シェｰル下コンカメノコタフゴマタフ本属

(3層)中コンおよびハサルトサンドなどである抽

これらのKeybedネｰムは現場地質屋のワイルドネ

ｰムであって全部統一されたネｰムおよび記号ではな

い｡()は同一Keybedに対して地域および

調査者によって呼び名をかえているので別名を()

の中に記入しておく.

これらのK亀ybedの関係を第1図の検討した地点ご

とにならべてみると第2図のように溶る.この図で

も明らかのようにレエンドロップおよびHITの組み

合わせ白魚コングロ(上コンまたほ珪化コング浜ク

ロサバタフ(津橋タフ)カメノコタフゴマタフおよ

び本属(3層)ほ大部分の地点において確認窓れてい

る｡一方下鴛ン中コンおよびハサルトサンドは層

準的に下位のこともあって数地点でみられるにすぎな

い.このうちとくに下コンは東部で発達するが津橘

から西方では明らかにされていない.このことは清

宗炭鉱および深沢炭鉱付近で明らか泣ように下コンは

場所によって粗粒～中粒砂岩ぽ岩相変化することが理由

懇滋鰺蚤｡もっともこの下鴬ンのみられる多くの地点

恐の岩質は含礫質粗粒砂砦であって場所1は柳て砂

相を添浅ことが一般的であ葛｡

鶏曇図は上述したK野b副終主体をおいて本郷

地域の栄一リング資料を朗泄地域ならびに土岐北部の代

表的坑弗を対比したものである昔､の園でも明らがな

ぷう紀大部分の坑井害ζは自禽簑ゾグ滋(上鴛ン窯た

独珪化獺シグ浜)下滋ン1串鴛ン軸よびゴ呼夢フが比

較駒漢く対比される.本属(3層)は場所1はって

階豚鑑泥岩に変る部分があるがほぽ岡一⑳層準で対比で

慧る､ク郷サバタフ(津橋夢フ)溶らび繕珪化シ渓

一ルは部分的ぽ発麓衣繊差金般を通むでの対蛇は顧難�
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である.

中村層群と瑞浪層群

をどこでわけるか

今回検討を行なった

場所は第1図に示す

ように瑞浪帝北部なら

び御嵩町東部にわたる

ユ1個所での現地検討で

ある.これら11個所

でのKeybed関係

は第2図のようであ

る.また東濃北部地

域の代表的坑井での

Keybed関係は窮

3図のようである｡

中村層灘と瑞浪層群

の境は従来から多く

の場合礫岩をもって境

としている.しかし

すでにのべたように礫

岩も近接した所に上下

2枚あることから場所
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第3図代表的坑井に為け亀Keybe6の関録

によってはかなりの混乱があるようである.すなわち

ある場所では白禽コングロ(上コンまたは珪化コング

ロ)を境としある場所では下コンを境としている｡

この2枚の礫岩のうちどちらが層群鏡&して妥当性力;あ

るかについて多くの険討がたされた.まず地層論の立

場で侵蝕面の有無が問題とされ井尻⑩の明瞭な不整合

と清宗炭鉱⑤における下位岩質の礫を多くもつ白倉コン

グ浜(上コンまたは珪化コング員)部も柳とも妥当性が

あることが多くの意見なして出された｡一方白倉コン

むr鐸

圭一亡毘

脈拮

グロは白倉付近ならびに深沢炭鉱の一部で欠除してお

り明瞭な不整合がみられないことから下コンを不整合

とみなす意兇も出された.この問題をさらに明らかに

するためには上下2枚の礫岩の層間隔がどのように

変動しているかを知る必要がある｡第3図はこの点を

閉るがにするために主として動燃事業団の坑井におも匁

K8yb6dを入れて対比した図である.この図で明ら

かなようは場所によって自倉コングロ(上コン濠たは珪

化コング濠)と下コンの層間隔が変動している,この

き鋒香竃和矛塁豆での宅夷孟睦会しり一一音亨1§鮫饒シダ騨(J二鶯ン圭嚢芦二吉ま韮圭fヒコニダ“

口)の見学

よく遭逸義レ脱ンド鶯ツブ(臨D)搬y総a�
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惑麿村遡こみら批葛自窟醐シダ賦(上翅ン嚢淀1嚢珪化鴛シダ慨)ζ曽)

礫岩は従来から学村層灘と瑞浪綴灘詮わける代表的な不整合と慈扱て

いた礫岩である

ことは侵蝕量のちがいを暗示しているものと考えられ

る.下コンは本属(3層)と呼ばれる稼行炭層の直

上にあって場所により岩相こそ多少異たるか累重関係は

地域全般を通じて変化がたい苗こ6関係は錦3図に

おいても明らかなように土岐北部のGS一五坑井から

明世A-50坑井在らびに本郷My-3坑井凌でほぼ同様

な関係がみられる｡また最近動燃東濃事務所の菊地`

藤本鰹沼らの発見㌧た瀬戸市北部の含炭層の上にも下

コンカメノコタフ本属の累重関係が明らかにされて

いる,このようにか怒りはなれた場所はおいても下

コンカメノコタフ本属(3層)の累重関係は変って

いないしKeybedとKeybedの間隔もほとんど変

化していない､した撚りてかりに下ヨンをもって中村

層鮮と瑞浪層群の不整合と考克た場合は侵蝕量はほと

んど匁か鶯たことを意味する｡蜜た中村層灘の堆積輪

廻は概して炭層直上に粗粒相を示す堆積物がのることが

一般的である.以上のようなことから今團検討した多

くの地点では白倉コング属(上コン濠たは珪化コング

買)をもって中村層群と瑞浪層鮮とを区分することがも

っとも妥当でめろう｡

しかし一方に上述した考え方と矛盾する問題もある.

それは白倉簑シグ頂(上コンまたは珪化コング属)の上

位の岩質と下位の岩質が肉眼的によく類似することな

らびに以前は行なわれた亜炭田調査の坑井資料によると

上コンの直､ヒから員化石の産出が報告されていること狂

とである.これは今後自倉コング源(上コンまたは珪

化コング浜)を層灘境とした場合に多少問題となる,

本郷緊騒と月吉層の関係

従来から本郷累層と月吉層は同時貝層の関係にある

という意見とまったく員化石を含ま恋い部分だけにつ

いて本郷累層と呼んで明世累層の下位層靭こする意見が

あった､しかし最近のウラン調査の結果では本郷累

層の模式地とされている付近から多くの貝化石産地

(第1図参照)が明らかぽされている.したがって化

石を含まないという理由だけで本郷累層を設定したと

恋ればその論拠はあやしくなってくる｡さらにその

あやしさを積極的に意義づける理由としては次のよ

うなことがらカ童ある｡本郷累届の申にみられるNlT

Keybedが月吉層にみられそこでは多くの化石を産

出していること第3図にみらるように白倉コング道

(上コンまたは珪化コング皿)の直上で多くの化石が産

出している坑井があること野外で観察される両層の境

は漸移関係にあることなどが上げられる.

以上のようぽ同時面的に少校くとも一部分はまった

く同一堆積面の地層である｡この同一の地層にたいし

て層準を上下としてあつかいさらに異なった累層名を

使用することは多くの混乱をまねく要因となるので

できるだけ簡便な地層名に統一したいという意見が多く

出た.いずれに世よこの両層の境に累層の境を無理

篶て測循妙要は金く触姥郷ζ&について意

屍淡一致修淀白肋兆錫麟,無想は本郷繁層

⑯塗層淡凋曹綴墾綴ぷ横ゆ関徽誠る⑳が影

篇冨臓朗微繁鰯⑳金属墨岡岱滋鰯秘濠施は添

郷羅魔⑳一報胡欝層濠機の関係懇はなく老

海畿り下位の麗準溶⑳湾瑚蔭均舵な欄烹い溶

い苗慧の茨う液理繭か蟻暫篤駒熔本郷螺層

塾添郷鰯詮籔懇鯵溜秘い粥微繁煽⑳榊忍統猶

む稔濠鐵湧試案淋贈竃れ施､

櫨洞羅鰯(鷺曹醒懸)⑳閥騒

猶凋躍層(筒曹配層)の闘魑憾従来から多

くの研究瀞㊧触泌湾討論義淋甥潅塞で熔一致

した結論が出ていたい､今回の検討会におい

菊漉1藤本1鰹溜ら1はりて新にみっかった瀬戸布北部約書巌鰯下臓いヵ

メノ凹タフおよび奉鰯(3)層がみられる�



一5

でもほぼ従来と同じような意見が出された｡その申

のおもな意見を要約すると次の3つである,

みられる戸狩層と月吉層の不連続は

題として新たな話題となった.

地域全般にわたる問

1宿洞累層全層を土俵累層の基底部とする

2宿洞累層の上半部農孫質砂岩層を下半部の鴻質砂岩層をわ

けて上半部を塗僕禦層基底部とし下半部を肩書層相当

層としてあつかいこの両層の境を不整合あする

3宿洞累層の上半都の砂岩層登山野内層招ぶび帰狩層稲幾層

とし下半部の泥質砂着層を月吉層稲幾層をしてあつか

いこの関係を不整合とす慈

これらの意見が出てくる背景としては宿洞累層と中

村層群をわける礫岩層の中の胸こ明世羅層から由来した

多くの礫カミまじっている.この礫には普通朗世累層

にみられる化石が産出している事実があるζお宿洞累

層の上部と下部とは岩質カ螺なりかっ吉生物学的にも違

いがあることならびに上部と下部をわける所に礫岩層

が発達していること古酒洞累層と中村層灘をわける礫

岩の中の礫に含まれる化石の内容は普通戸狩麗山野

内層にみられる化石だけが産出し員古層に含まれる化

石は産出してい粗いこと宿洞累層の比較的上位の層準

に第五ノジュｰル?がみられること生儀累層の基底礫

岩カミ宿洞累層をわずかであるが侵蝕していることさら

に戸狩層下部の層準カミ酉から東に粗粒砂斜ζ漸移する傾

向がみられること.

以上のように3つの意兇が出る背景&していくつかの

事実カミ報告された.この申でとくぽ今後に問題として

残ることは宿洞累層と中村層灘をわける礫岩層に含ま

れる化石をもつ礫をいか虹説明するかである､これ

は一般的に考えれば月吉層をけずっているということで

不連続を考慮しなければ匁らない有したがって本地

域全般にこのような現象がみられるかどうか広域的な視

野にたって判断する必要がある.一方

従来の研究成果の申で部分的ぽ不連続を

認めていた本郷累慮と明世累層の境を

いかにあつかうかの問題がある｡従来

この2つの累層の不連続としてあつかわ

れた月吉付近および清水付近の本郷累層

中には多くの貝化石が発鬼畜れている｡

この両地域付近の不連続紀ついては築

者らの1部の人人も時間的な不連続を野

外において認めている､ただζの不連

続が月吉層と戸狩層の不連続と断定する

までにはいたっていないかその可能性

は多分にある.よって宿洞累層の申に

以上のようぽ宿洞累層につい懇は今後に多くあ問題

点が残窓れた｡その問題も広域約抵閥魑としで発展

する可能性の要素が多分に含蜜れてい為圭篶たがっ

て東濃北部地域の層序全般について統一じ愁緕果をう

るためには傭洞累層の層準を明らかにして1事篶めて一

致した緒論秘史られるであらう.

あとがき

以上カミ今回の現地検討会において討論書れたおもな

ことカミらである.このほか雑談として話題に在りたこ

とがらを最後につけくわえておく.

中村層灘と瑞浪層灘との不整合は余り大きくな

レ､

中村層灘と月吉層の堆積形態はよく類似するす

なわち中村層灘の最大層厚部と肩書層の最大層

厚部がほぼ一致する.し淀がって月吉層は中

村層群の上部としての性格赫感浴られる,

戸狩層の古地理的堆積面は月吉層堆積面よりか

放り急激な拡大秘みられる.このようなことカミ

らもあって戸狩層と月曹層の話題と扱った侵蝕

面はさらに吟味する必要秘ある､

この地域の古地理的変遷の申で&くぼ2回の海

域の拡大がある.その五つは前述した月吉層

から戸狩層に移る時期他の五つは山野内層か

ら土俵累層に移る時期であろう.この2つの変

動をもたらした要因としてほ津橋凝灰岩および

狭間凝灰岩を定着させた時期の火山潜動であらう.

(焚鷲燃料部爽鯖清買)

単川炭鉱の蟻でみら婁晒

錐儀羅滋と僧綱累鰯幻関係象少蟹褒がみられる�


